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３０代最後の 

議員生活が 

始まります！！ 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

一時保育事業とは、保護者が就労・疾病・   

出産等で、子どもを家庭で保育できない場合に、

一時的に保育所等を利用できる事業で、   

１歳以上の就学前児童が対象となっています。 
 

 

障がいのある児童・生徒を教育するため、  

小中学校には『支援学級』が設置され、    

障がいの状態や特性などに応じて、治療的  

指導、教科補充指導などが行われています。 
 

豊中駅前のエトレ豊中内にある『とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ』は、  

社会のあらゆる分野への男女の均等な参画及び人権の確立を図り、男女が社会の対等な

構成員としてその責任を分かち合い、共に築く男女共同参画社会の実現をめざして  

設置されています。 
 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

任期満了に伴う豊中市長選挙が来春に予定されています。一般的に市民の方々が納められた税金の

使い道や市のルールや制度は、市長が予算案や条例案として提案し、議員が議決をしています。  

つまり、今日の豊中市の仕組みに課題があれば、市長や議員に一定、責任があると思います。  

しかし、市長や議員は選挙で選ばれており、有権者（市民）の皆さんが選んできたという点で、     

全ての問題の責 任を 市長（行政）と 議員（ 議会）だけ に求め る こ と はできない と 思 い ます。    

まずは投票を通じて市民の方々の意思表示をして頂きたいと思います。 

 

 

 市長選挙から見る年齢と有権者数、投票率、投票総数との関係 

①有権者数は３０代が最も多く、２０代、３０代の合計と６０代、７０代の合計に大差はない。 

②６０代、７０代の投票率は、２０代、３０代の投票率の２倍、３倍以上である。 

③投票総数は、投票率が影響し、６０代が圧倒的に多く、次いで７０代が多い。 

２０代、３０代の投票総数の合計は６０代の投票総数より少なく、７０代とほぼ同じ。 

２０代から５０代までの投票総数の合計と、６０代から８０代以上の投票総数の合計がほぼ同じ。 

投票率 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代超 全体（％） 

２００６年 15.5 22.1 27.6 31.2 43.8 49.3 33.7 30.7 

２０１０年 15.9 22.1 26.6 30.7 40.2 48.5 31.6 30.9 

         
有権者数 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代超 合計（人） 

２００６年 44079 62002 49162 55946 50623 33279 14628 309719 

２０１０年 39437 58058 55767 45155 55972 38745 18691 311825 

         
投票総数 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代超 合計（人） 

２００６年 6823 13702 13559 17466 22168 16413 4928 95060 

２０１０年 6255 12819 14806 13840 22506 18784 5903 94913 

 

『分からない、時間がない、関係ないは無責任！！』 
★政治が分からないという理由で、選挙権を放棄しないで 

→情報を取る努力をすべきではないか 

★投票に行く時間がないという理由で、選挙権を放棄しないで 

→投票に行くのに１時間もかからないし、期日前投票も出来る 

★自分に関係ないという理由で、選挙権を放棄しないで 

→候補者それぞれの主張は異なっており、全て一致出来ず、 

ベストではなくてもベターな選択肢を見出すべき 
 

なぜなら、『将来世代への責任放棄だから』 

選挙権を放棄することは、皆さんのお子さんやお孫さんたち   

将来世代にツケや負担を押し付けることに繋がっています。 

投票率や投票総数に世代間で大きな差が生じている結果、 

子どもたちや若者世代と高齢者世代に充当されている税金に 

大きな差が出ています。しかも、今後も税収が足りなければ、  

増税や借金などの大きな負担を将来世代は課せられるかも。 
 

選挙権のない子どもたちのためにも、投票へ行こう！！ 

インフォメーション 

豊中市議会 12 月定例会の予定 
◆本会議 １１月３０日（木） 午後１時から  

◆各常任委員会 午前１０時から（５日のみ１３時から） 

    １２月４日（月）、５日（火）、６日（水）、７日（木） 

◆本会議（個人質問） 午前１０時から  

    １２月１９日（火）、２０日（水）、２１日（木） 

※変更する場合もございますので、議会事務局まで   

ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 


